
研
究
ノ
ー
ト「

特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
教
科
書
の
内
容
分
析

 
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら 
 

藤　

岡　

秀　

樹

一
　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
七
年
に
小
学
校
と
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ
、
道
徳
の
教

科
化
が
提
示
さ
れ
た
。
小
学
校
で
は
二
〇
一
八
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
は
二
〇
一

九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
教
科
化
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
の
副
読
本
や
読
み
物
資

料
か
ら
、
教
科
書
を
中
心
に
据
え
た
授
業
展
開
へ
移
行
し
た
。

　

道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て
は
、
教
師
の
な
か
で
も
、
研
究
者
の
な
か
で
も
賛
否

両
論
が
あ
り
、
現
場
で
は
指
導
や
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
当
初
は
当
惑
や
混

乱
が
見
ら
れ
て
い
た
。

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
文
部
科
学
省
が
作
成
し
た
『
心
の
ノ
ー
ト
』
の
内
容
分

析（
藤
岡
、
二
〇
〇
四
）や
、
道
徳
科
の
も
つ
問
題
点
と
よ
り
良
い
道
徳
科
の
授
業

づ
く
り
の
論
点
を
指
摘
し
た（
藤
岡
、
二
〇
一
八
、
二
〇
二
〇
）。
さ
ら
に
、
教
職
課

程
の
受
講
者
に
対
す
る
「
道
徳
の
時
間
」
の
学
習
内
容
の
振
り
返
り
調
査
や
教
科

書
の
内
容
分
析
を
行
っ
た（
藤
岡
、
二
〇
二
二
）。

　

教
科
書
の
単
元
や
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
有
す
る

教
材
と
心
に
響
く
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
と
が
混
在
し
て
い
る
こ

と
も
分
か
っ
た
。

　

本
論
文
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
、
道
徳
科
の
教
科
書
の
内
容
分
析
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、
事
例
に
つ
い
て
は
数
点
に
絞
り
た

い
。
な
お
、
本
論
文
で
は
、「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
を
「
道
徳
科
」
と
略
記
し
、

教
科
化
以
前
の
「
道
徳
の
時
間
」（
い
わ
ゆ
る
「
特
設
道
徳
」）と
区
別
す
る
こ
と
と

し
た
い
。二

　
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
の
道
徳
科
の
教
科
書
の
内
容
分
析
を
し
た
研
究
は
、

そ
れ
程
多
く
は
な
い
。
道
徳
の
教
科
化
に
慎
重
な
研
究
者
に
よ
る
分
析
が
多
数
で

論
文
タ
イ
ト
ル
２
行
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
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あ
り
、
教
科
化
を
推
進
し
て
き
た
研
究
者
の
論
考
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

  
橋
本（
二
〇
一
九
）は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
視
点
か
ら
、
中
学

校
の
教
科
書
の
内
容
分
析
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
①
思
春
期
の
子
ど
も
達
が
性
的
存

在
で
も
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
、
人
間
の
多
様
性
や
人
権
の
尊
重
と
い
う
時
に
も
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
を
射
程
に
入
れ
て
教
材
や
資
料
を
提
供
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
極
端
に

少
な
く
、
国
際
水
準
と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
る
、
②
仕
事
を
持
っ
て
い
た
と

し
て
も
、
家
事
、
育
児
、
老
人
介
護
は
女
性
の
役
割
と
い
う
性
別
役
割
分
業
が
前

提
で
描
か
れ
、
社
会
的
サ
ポ
ー
ト
の
視
点
は
欠
落
し
、
個
別
家
族
内
で
の
分
担
、

責
任
が
強
調
さ
れ
る
、
③
性
別
を
超
え
た
職
業
選
択
な
ど
、
子
ど
も
達
の
ロ
ー
ル

モ
デ
ル
に
な
る
教
材
も
あ
る
が
、
労
働
は
勤
労
奉
仕
に
矮
小
化
さ
れ
、
女
性
性
も

動
員
さ
れ
る
―
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

伊
東（
二
〇
一
九
ａ
）は
、
二
〇
一
八
年
刊
行
の
中
学
校
教
科
書
を
分
析
し
、
副

読
本
時
代
と
比
べ
て
、
各
社
に
共
通
す
る
資
料
が
大
幅
に
増
加
し
、
文
部
科
学
省

作
成
の
『
私
た
ち
の
道
徳
』
や
読
み
物
資
料
も
多
く
含
ま
れ
、
編
集
委
員
会
作
成

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
教
材
が
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
伊
東（
二
〇

一
九
ｂ
）は
、
二
〇
一
八
年
刊
行
の
小
学
校
教
科
書
を
分
析
し
、
中
学
校
教
科
書

と
同
様
に
、
副
読
本
時
代
と
比
べ
て
、
共
通
資
料
の
増
加
と
文
部
科
学
省
作
成
の

読
み
物
資
料
の
増
加
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら

教
材
を
分
析
す
る
と
、
主
人
公
が
男
性
に
偏
っ
て
い
る（
全
体
の
六
四
％
）こ
と
を

見
い
だ
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
男
女
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
取
り
上
げ
て

い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
男
性
が
多
く
、
職
業
も
多
様
で
あ
る
。
他
方
、
女
性

は
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
、
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
、
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
に
集
中
し
て
い

る
。

　

池
谷（
二
〇
一
八
）は
、
二
〇
一
八
年
刊
行
の
中
学
校
教
科
書
の
内
容
分
析
を
し

て
、
家
族
主
義
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
無
視
が
見
ら
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
。
共
働
き
の
家
庭
や
母
子
家
庭
も
登
場
す
る
が
、
総
じ
て
父
母
か

ら
な
る
家
族
と
性
別
役
割
分
担
は
自
明
の
前
提
と
さ
れ
、
家
族
に
対
す
る
母
親
の

献
身
や
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
が
専
ら
主
張
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
上

げ
て
い
る
教
材
で
も
、
心
が
け
の
問
題
に
収
斂
し
て
お
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
取
り
上

げ
た
教
材
は
少
な
く
、
Ｉ（
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ャ
ル
）を
取
り
上
げ
た
教
材
は
一
社
の

み
で
あ
り
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
教
材
は
あ
っ
て
も
、
同
性
愛
を
教
材
と
し

た
も
の
は
皆
無
で
あ
る
。
中
学
生
の
友
情
・
恋
愛
を
取
り
上
げ
た
教
材
は
多
数
あ

る
が
、
恋
愛
を
異
性
間
の
友
情
の
枠
内
に
閉
じ
込
め
て
い
る
の
が
多
数
を
占
め
て

い
る
。

　

次
に
、
池
谷（
二
〇
一
九
）は
、
新
自
由
主
義（
ネ
オ
リ
ベ
）の
視
点
か
ら
、
中
学
校

教
科
書
の
内
容
分
析
を
行
っ
た
。
共
働
き
家
庭
の
母
親
が
、
祖
母
の
介
護
を
担
っ

て
い
る（
父
親
は
家
事
を
し
な
い
）が
、
会
社
で
昇
進
の
話
が
き
て
も
家
族
の
ケ
ア
の

た
め
に
、
昇
進
を
断
る
と
い
う
教
材
を
取
り
上
げ
、
仕
事
を
し
な
が
ら
家
族
を
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
ネ
オ
リ
ベ
母
性
が
賛
美
さ
れ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
池
谷（
二
〇
二
〇
）は
、
二
〇
二
一
年
版
の
中
学
校
教
科
書
の
内
容
分

析
を
し
て
、
二
〇
一
八
年
版
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
①
教
材
は
大
き
く
は
変
わ
っ

て
い
な
い
こ
と
、
②
教
材
末
の
質
問
項
目
の
増
加
と
、「
考
え
る
道
徳
」「
議
論
す

る
道
徳
」
に
な
る
よ
う
に
生
徒
に
討
論
さ
せ
る
項
目
の
提
示
、
③
ス
マ
ホ
関
連
や

障
害
者
関
連
の
教
材
の
増
加
、
職
場
体
験
と
結
び
つ
け
て
労
働
を
取
り
上
げ
た
教

材
の
増
加
、
④
全
社
が
自
己
評
価
欄
を
設
け
た
こ
と
―
の
四
点
を
見
い
だ
し
て
い

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
取
り
上
げ
た
教
材
は
、
池
谷（
二
〇
一
八
）の
結
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果
と
大
差
が
見
ら
れ
な
い
。
共
働
き
家
庭
や
父
母
が
登
場
し
て
も
、
父
親
が
出
て

こ
な
い
「
父
親
不
在
」
の
教
材
が
多
い
。
増
加
し
た
ス
マ
ホ
関
連
教
材
の
主
人
公

の
多
く
が
女
子
で
あ
る
こ
と
も
問
題
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
扱
っ
た

教
材
で
も
、
生
物
学
的
性
を
男
女
の
み
と
誤
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
点
も
指
摘
し

て
い
る
。

　

今
関（
二
〇
一
九
）は
、
女
性
の
人
権（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
視
点
か
ら
、
教
科
書
の
記

述
内
容（
中
学
校
用
九
教
材
）を
分
析
し
て
い
る
。
分
析
の
視
点
は
、
①
女
性
・
弱

者
の
人
権
、
②
押
し
つ
け
ら
れ
た
性
別
役
割
分
業
、
③
セ
ク
ハ
ラ
を
伴
っ
て
存
在

す
る
女
性
差
別
―
の
三
点
で
あ
る
。
主
と
し
て
問
題
の
あ
る
教
材
を
紹
介
す
る
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
教
材
を
授
業
で
取
り
扱
う
際
の
改
善
す
べ
き
点
や
留

意
点
、
発
問
の
工
夫
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
が
、
有
益
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

三
　
学
習
指
導
要
領
作
成
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比

　

学
習
指
導
要
領
作
成
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
に

な
っ
た
。
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
作
成
者
は
、
学
識
経
験
者（
教
諭
、
指
導
主
事
、

校
長
な
ど
の
管
理
職
）が
九
名
、
文
部
科
学
省
関
係
者
が
五
名
で
、
両
者
を
合
わ
せ

た
総
数
の
内
、
女
性
は
三
名
で
、
二
一
・
四
％
を
占
め
て
い
た
。

　

他
方
、
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
作
成
者
は
、
学
識
経
験
者
が
一
〇
名
、
文
部

科
学
省
関
係
者
が
五
名
で
、
両
者
を
合
わ
せ
た
総
数
の
内
、
女
性
は
三
名
で
、
二

〇
・
〇
％
を
占
め
て
い
た
。

　

小
学
校
の
「
家
庭
科
」「
外
国
語
活
動
・
外
国
語
科
」
な
ど
の
一
部
の
教
科
を

除
き
、
女
性
の
占
有
率
は
二
〇
％
前
後
と
低
迷
し
て
お
り
、
道
徳
科
の
み
が
低
い

わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
問
題
提
起
が
弱
い
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。四

　
教
科
書
執
筆
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比

　

次
に
、
教
科
書
執
筆
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
を
紹
介
し
よ
う
。
教
科
書
執
筆
者
に

は
、
監
修
者
・
顧
問
等
を
含
め
た
が
、
情
報
モ
ラ
ル
や
特
別
支
援
教
育
・
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
の
監
修
者（
各
社
一
～
二
名
）は
除
外
し
た
。

　

執
筆
者
数
は
、
教
科
書
会
社
に
よ
り
幅
が
あ
り
、
小
学
校
用
で
は
最
も
多
い
の

が
東
京
書
籍
の
五
二
名（
他
に
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
者
が
四
名
）、
最
も
少
な
い

の
が
学
校
図
書
の
一
五
名
で
あ
っ
た（
平
均
二
九
・
四
名
）。
中
学
校
用
で
は
最
も

多
い
の
が
東
京
書
籍
の
五
七
名（
他
に
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
者
が
四
名
）、
最
も

少
な
い
の
が
日
本
教
科
書
の
一
九
名
で
あ
っ
た（
平
均
二
九
・
三
名
）。
な
お
、
学

校
図
書
は
、
二
〇
二
一
年
度
以
降
中
学
校
の
教
科
書
の
刊
行
か
ら
撤
退
し
て
お
り
、

日
本
教
科
書
は
当
初
か
ら
中
学
校
用
の
み
に
参
入
し
て
お
り
、
光
文
書
院
は
小
学

校
用
の
み
に
参
入
し
て
い
る
。

　

小
学
校
用
教
科
書
の
執
筆
者
で
は
、
女
性
の
占
め
る
割
合
が
上
位
の
三
社
を
挙

げ
る
と
、
光
文
書
院（
三
六
・
六
％
）、
光
村
図
書（
三
三
・
三
％
）、
廣
済
堂
あ
か
つ

き（
二
九
・
四
％
）に
な
る
。
逆
に
下
位
の
三
社
を
挙
げ
る
と
、
教
育
出
版（
一
三
・

六
％
）、
日
本
文
教
出
版（
一
四
・
三
％
）、
東
京
書
籍（
一
七
・
三
％
）に
な
る
。

　

中
学
校
用
教
科
書
の
執
筆
者
で
は
、
女
性
の
占
め
る
割
合
が
上
位
の
三
社
を
挙

げ
る
と
、
光
村
図
書（
三
三
・
三
％
）、
教
育
出
版（
三
一
・
八
％
）、
学
研
教
育
み
ら
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い（
二
五
・
八
％
）に
な
る
。
逆
に
下
位
の
三
社
を
挙
げ
る
と
、
日
本
文
教
出
版

（
八
・
八
％
）、
東
京
書
籍（
一
七
・
五
％
）、
日
本
教
科
書（
二
一
・
一
％
）に
な
る
。

　

二
〇
二
二
年
度
の
学
校
基
本
調
査（
速
報
値
）に
よ
れ
ば
、
小
学
校
教
員
の
中
で

女
性
の
占
め
る
割
合
は
六
二
・
四
％
、
中
学
校
教
員
の
中
で
女
性
の
占
め
る
割
合

は
四
四
・
三
％
、
義
務
教
育
学
校
教
員
の
中
で
女
性
の
占
め
る
割
合
は
五
三
・

六
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
、
教
科
書
執
筆
者
に
お
け
る
女
性

の
割
合
は
低
す
ぎ
る
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
。

五
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
課
題
の
あ
る
教
科
書
教
材

⑴　

教
科
書
教
材
を
分
析
す
る
視
点

　

は
じ
め
に
、
教
科
書
教
材
を
分
析
す
る
視
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
二

〇
二
一
年
度
版
の
道
徳
科
の
教
科
書
は
、
小
学
校
用
が
八
社
、
中
学
校
用
が
七
社

か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
内
容
項
目
に
対
応
し
た
教

材
で
構
成
さ
れ
、
三
五
の
教
材
が
収
録
さ
れ
て
い
る（
一
部
の
教
科
書
で
は
、
さ
ら

に
補
足
資
料
と
し
て
、
二
～
五
つ
の
教
材
が
巻
末
に
収
録
）。

　

な
お
、
内
容
項
目
は
、
小
学
校
低
学
年
で
は
一
九
、
同
中
学
年
で
は
二
〇
、
同

高
学
年
で
は
二
二
、
中
学
校
で
は
二
二
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
つ
の
内

容
項
目
に
対
し
て
一
～
三
教
材
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
課
題
の
あ
る
教
科
書
教
材
と
好
感
の
も
て
る
教

材
を
選
択
す
る
に
際
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
観
点
で
抽
出
し
た
。
教
科
書
と
一

部
の
教
師
用
指
導
書
を
読
み
込
み
、
併
せ
て
先
行
研
究
で
の
分
析
を
参
照
に
し
な

が
ら
、
一
五
点
ほ
ど
抽
出
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
・
中
学
校
教
師
を
含
む
私
的
な

研
究
会
で
も
筆
者
が
紹
介
し
、
意
見
を
求
め
た
。
先
行
研
究
の
知
見
や
考
察
に
同

意
で
き
る
教
材
も
あ
れ
ば
、
少
し
異
な
る
捉
え
方
を
も
つ
教
材
も
あ
っ
た
。

　

教
科
書
会
社
の
指
導
書
や
授
業
資
料
は
、
当
然
な
が
ら
教
材
に
つ
い
て
は
肯
定

的
評
価
で
好
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
他
方
、
道
徳
科
に
つ
い
て
批
判
的
な

研
究
者
や
実
践
者（
も
ち
ろ
ん
、
道
徳
教
育
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
）の
分

析
の
視
点
は
厳
し
い
こ
と
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
教
材
の
「
よ
さ
」
や
問
題
点
を
考

え
る
際
、
ど
う
し
て
も
分
析
者
の
主
観
が
入
る
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、
極
力

筆
者
の
主
観
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
。
こ
の
点
を
理
解
し
て
頂
き
た

い
と
思
う
。

　

本
節
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
課
題
の
あ
る
教
科
書
教
材
を
、
次
節

で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
好
感
の
も
て
る
教
材
を
紹
介
し
、
筆
者
の
見

解
と
指
導
に
際
し
て
の
配
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
こ
う
。

⑵�　
『
お
母
さ
ん
、
か
ぜ
で
ね
こ
む
―
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』 

�

（
光
文
書
院　

小
学
三
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

夜
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
る
子
が
母
に
雑
巾
が
必
要
な
の
で
作
っ
て
欲
し
い
と
頼

み
、
母
は
遅
く
ま
で
か
か
っ
て
雑
巾
を
作
っ
た
。
翌
朝
、
母
は
風
邪
を
引
き
、
寝

込
ん
で
し
ま
う
。
夕
食
は
姉
と
祖
母
と
ま
る
子
で
作
り
、
看
病
も
す
る
。
ま
る
子

は
母
に
わ
が
ま
ま
を
言
っ
た
と
後
悔
し
、
泣
き
な
が
ら
眠
る
。

　

内
容
項
目
は
「
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
」
で
あ
る
。

　

さ
く
ら
家
は
三
世
代
同
居
で
あ
る
が
、
男
性
で
あ
る
父
と
祖
父
は
、
こ
の
教
材
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に
は
登
場
し
な
い
。
家
事
は
女
性
が
や
る
も
の
と
い
う
古
い
性
別
役
割
分
業
観
が

顕
著
に
現
れ
て
い
る
教
材
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
末
尾
の
発
問
と
し
て
、「
自
分
の

か
ぞ
く
の
す
て
き
だ
と
思
う
と
こ
ろ
と
、
そ
の
よ
う
に
思
う
わ
け
を
ま
と
め
ま

し
ょ
う
。」
と
「
自
分
の
か
ぞ
く
に
つ
た
え
た
い
こ
と
を
、
手
紙
に
書
い
て
み
ま

し
ょ
う
。」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
り
親
の
家
庭
や
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も

が
増
え
て
い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
発
問
は
、
当
該
児
に
と
っ
て
は
酷
な
も
の
に

な
っ
て
い
る
。「
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
」
の
単
元
で
は
、
差
し
替
え
も
含

め
、
慎
重
な
扱
い
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

⑶�　
『
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
せ
い
き
ゅ
う
書
』 

　
『
お
母
さ
ん
の
せ
い
き
ゅ
う
書
』�

（
小
学
校
中
学
年
全
社
）

　

小
学
校
用
教
科
書
の
全
社（
八
社
）に
掲
載
さ
れ
て
い
る
教
材
で
あ
り
、
三
年
配

当
が
三
社
、
四
年
配
当
が
五
社
で
あ
る
。
原
典
は
、
グ
ル
エ
ン
ベ
ル
グ
『
子
供
と

金
銭
教
育
』
で
あ
る
。
主
人
公
が
原
典
と
異
な
り
日
本
人
と
な
っ
て
い
る
の
が
、

日
本
文
教
出
版（
だ
い
す
け
）、
学
研
教
育
み
ら
い（
た
か
し
）、
東
京
書
籍（
た
か
し
）

の
三
社
で
あ
る
。

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が
朝
食
時
に
お
母
さ
ん
宛
の
請
求
書
を
食
卓
に
置
い
た
。
母
親

は
そ
れ
を
読
ん
で
、
昼
食
時
に
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が
請
求
し
た
金
額
の
お
金
を
食
卓

に
置
き
、
併
せ
て
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
へ
の
請
求
書
が
添
付
さ
れ
て
い
た
。
ブ
ラ
ッ
ド

レ
ー
へ
の
請
求
書
の
額
は
〇
ド
ル（
日
本
の
男
児
の
場
合
は
〇
円
）で
あ
り
、
そ
れ
を

読
ん
だ
彼
は
涙
を
こ
ぼ
し
た
。

　

請
求
内
容
も
内
訳
も
、
教
科
書
会
社
に
よ
り
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
ブ
ラ
ッ

ド
レ
ー
が
書
い
た
請
求
書
は
、
請
求
内
容
が
、
お
使
い
代
、
留
守
番
代
、
お
け
い

こ
に
行
っ
た
ご
ほ
う
び
代
な
ど
が
多
数
を
占
め
、
請
求
額
は
二
ド
ル
か
ら
六
ド
ル
、

日
本
人
版
は
四
〇
〇
円
と
五
〇
〇
円
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
母
親
が
書
い
た

請
求
書
は
、
請
求
内
容
が
、
親
切
に
し
て
あ
げ
た
代
、
病
気
の
時
の
看
病
代
、
洋

服
や
く
つ
、
お
も
ち
ゃ
代
、
食
事
代
や
部
屋
の
掃
除
代
な
ど
で
あ
り
、
全
て
〇
ド

ル（
〇
円
）で
あ
っ
た
。

　

内
容
項
目
は
「
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
」
で
あ
る
。

　

原
典
は
金
銭
教
育
の
た
め
の
書
籍
で
あ
り
、「
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
」

に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
、
若
干
の
疑
問
を
感
じ
る
。
東
京
書
籍（
四
年
）で
は
、
た

か
し
が
主
人
公
で
あ
る
が
、
指
導
書
の
「
教
材
観
」
で
は
、「
た
か
し
と
母
の
請

求
書
の
違
い
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
し
て
、
〇
円
の
請
求
書
に
に
こ
め
ら
れ
た
母

の
思
い
に
つ
い
て
想
像
す
る
こ
と
で
、
家
族
の
愛
情
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。
そ
し
て
、
母
の
請
求
書
を
何
度
も
読
み
返
す
「
た
か
し
」
の
思
い
を
考

え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、
家
族
と
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
ろ
う
と
す

る
心
情
を
育
て
た
い
。」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

中
心
発
問
の
一
つ
は
、「
家
族
と
の
生
活
で
、
あ
な
た
は
ど
ん
な
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
か
。」
で
あ
る
が
、
反
応
例
と
し
て
「
家
族
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。」「
家
族
の
た
め
に
自
分
か
ら
進
ん
で
お
手
伝

い
を
し
た
い
。」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑵
で
紹
介
し
た
『
お
母
さ
ん
、
か

ぜ
で
ね
こ
む
―
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』
と
同
様
に
、
ひ
と
り
親
の
家
庭
や
虐
待
を

受
け
た
子
ど
も
が
い
る
学
級
で
は
、
発
問
の
内
容
も
含
め
て
慎
重
な
扱
い
方
が
求

め
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
教
材
の
最
大
の
問
題
点
は
、
専
業
主
婦
の
家
事
労
働
が
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー

「特別の教科　道徳」の教科書の内容分析
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ク（
無
償
労
働
）で
あ
る
こ
と
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
勿
論
、
小
学
校

中
学
年
の
児
童
に
は
ア
ン
ペ
イ
ド
ワ
ー
ク
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
、
難
し
い
と
言

え
る
。
光
村
図
書
の
中
学
校
用
教
科
書
で
は
、
小
学
校
で
学
ん
だ
教
材
を
再
学
習

さ
せ（
例
え
ば
、「
橋
の
上
の
お
お
か
み
」「
手
品
師
」）、
考
え
方
の
変
容
や
道
徳
性
の

深
ま
り
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
教
材
も
、
中
学
生
に
な
っ
て

再
学
習
す
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
と
言
え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
宮
澤
・
池
田（
二
〇
一
八
）や
宮
澤（
二
〇
一
九
）は
、「
中
断
読
み
」

や
「
分
断
読
み
」
を
提
唱
し
て
い
る
。「
中
断
読
み
」
と
は
、
教
材
の
文
章
を
途

中
で
読
む
の
を
止
め
る
読
み
方
で
あ
り
、「
分
断
読
み
」
と
は
、
教
材
の
文
章
を

一
気
に
終
わ
り
ま
で
読
む
の
で
は
な
く
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
読
む
こ
と
を
一
度

中
止
し
、
児
童
・
生
徒
で
話
し
合
わ
せ
、
そ
の
後
、
次
の
段
落
へ
進
み
、
ま
た
話

し
合
わ
せ
る
読
み
方
で
あ
る
。

　

『
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
せ
い
き
ゅ
う
書
』『
お
母
さ
ん
の
せ
い
き
ゅ
う
書
』
は
、

「
分
断
読
み
」
が
適
し
て
い
る
。
母
親
が
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が
書
い
た
請
求
書
を
見

た
と
こ
ろ
ま
で
読
み
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
や
母
親
の
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ

る
。
次
に
、
昼
食
時
に
請
求
額
通
り
の
お
金
が
食
卓
に
置
か
れ
て
い
た
と
こ
ろ
ま

で
読
み
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
気
持
ち
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
、
母
親
か
ら
の
請
求

書
に
は
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
予
想
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
最
後
ま
で

読
み
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
気
持
ち
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
、
話
し
合
わ
せ
る

と
い
っ
た
授
業
の
流
れ
で
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
請
求
書
通
り
の
お
金
が
も
ら

え
る
の
か
、
も
し
く
は
母
親
か
ら
叱
ら
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、
請
求
額
通
り
の
お

金
が
も
ら
え
て
嬉
し
い
な
ど
の
感
情
、
母
親
は
ど
う
し
て
彼
へ
の
請
求
書
が
〇
ド

ル（
〇
円
）だ
っ
た
の
か
、
子
ど
も
達
の
考
え
方
に
変
容
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
り
、

多
様
な
考
え
方
や
意
見
が
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
最
初
に
、
結
論
・
徳
目
あ
り
き

で
は
な
く
、「
考
え
さ
せ
る
道
徳
」「
議
論
す
る
道
徳
」
の
授
業
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。

⑷　
『
ラ
イ
フ
・
ロ
ー
ル
』（
日
本
教
科
書　

中
学
三
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

共
働
き
家
庭
で
、
三
姉
妹
が
い
る
家
庭
が
登
場
す
る
。
父
親
は
家
事
を
せ
ず
、

夜
九
時
頃
に
帰
宅
し
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
夕
食
を
と
る
の
が
習
慣
と
な
っ
て

い
る
。
他
方
、
母
親
は
家
事
を
行
い
、
祖
母
の
介
護
も
引
き
受
け
て
い
る
。
母
親

の
会
社
か
ら
管
理
職
へ
の
昇
進
の
話
が
あ
っ
た
が
、
家
庭
の
事
情
を
鑑
み
断
っ
た
。

　

内
容
項
目
は
「
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
」
で
あ
る
。

　

前
述
の
『
お
母
さ
ん
、
か
ぜ
で
ね
こ
む
―
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』
と
同
様
に
、

男
性
の
父
親
は
全
く
家
事
を
行
わ
な
い
と
い
う
「
父
親
不
在
」
の
点
が
共
通
点
で

あ
る
。
新
性
別
役
割
分
業（
夫
は
仕
事
、
妻
は
仕
事
と
家
事
・
育
児
・
介
護
）を
肯
定
・

是
認
す
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
池
谷（
二
〇
二
〇
）は
、「
ネ
オ
リ
ベ
母

性
」
の
典
型
例
と
捉
え
て
い
る
。

　

授
業
で
は
、
家
事
や
介
護
に
つ
い
て
、
家
族
全
員
で
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す

る
こ
と
の
必
要
性（
つ
ま
り
こ
の
教
材
の
も
つ
問
題
性
を
明
ら
か
に
す
る
）を
考
え
さ
せ

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

道
徳
科
の
教
科
書
に
は
、
高
齢
者
や
認
知
症
の
親
の
介
護
を
母
親（
主
婦
で
あ
る

場
合
も
労
働
者
で
あ
る
場
合
も
）が
す
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
多
い
。
高
齢
社
会

の
課
題
と
し
て
の
介
護
問
題
を
見
つ
め
さ
せ
、
自
助
や
共
助
に
終
始
す
る
の
で
は

な
く
、
公
助
の
必
要
性
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
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六
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
好
感
の
も
て
る 

教
科
書
教
材

⑴　
『
親
友
』（
光
村
図
書　

中
学
一
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

主
人
公
の
健
太
が
小
学
五
年
の
時
、
子
供
会
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
で
、
自
分
が

編
ん
だ
マ
フ
ラ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
提
出
し
た
。「
僕
が
編
ん
だ
」
と
発
言

す
る
と
静
ま
り
か
え
り
、
笑
い
も
出
た
時
、
美
咲
が
「
上
手
に
編
め
て
る
。
健
太

君
っ
て
、
天
才
？
」
と
言
い
、
彼
は
救
わ
れ
た
。
美
咲
は
サ
ッ
カ
ー
が
上
手
く
、

魚
釣
り
は
健
太
と
同
じ
く
ら
い
の
腕
前
で
仲
良
く
な
っ
た
。
美
咲
は
ス
カ
ー
ト
を

履
か
ず
、
髪
の
毛
は
短
く
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
」
な
タ
イ
プ
で
、
女
子
よ

り
男
子
と
よ
く
遊
ん
だ
。
健
太
の
自
宅
に
美
咲
が
遊
び
に
来
た
日
の
夕
食
時
に
、

健
太
は
「
美
咲
は
女
な
の
に
、
サ
ッ
カ
ー
も
上
手
い
し
、
釣
り
だ
っ
て
す
ご
く
上

手
」
と
自
慢
げ
に
話
す
と
、
母
は
「『
女
な
の
に
』
っ
て
い
う
言
い
方
は
失
礼

じ
ゃ
な
い
？　

女
だ
と
か
男
だ
と
か
関
係
な
く
、
自
分
ら
し
く
堂
々
と
生
き
て
い

る
美
咲
さ
ん
は
、
素
敵
だ
と
思
う
よ
。」
と
た
し
な
め
た
。

　

中
学
校
に
入
っ
て
も
同
じ
ク
ラ
ス
で
、
昼
休
み
に
美
咲
と
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
が
、

制
服
の
ス
カ
ー
ト
が
邪
魔
を
し
た
。
彼
は
「
美
咲
も
ス
カ
ー
ト
を
履
く
ん
だ
。」

と
、
恥
ず
か
し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
美
咲
は
ス
カ
ー
ト

が
サ
ッ
カ
ー
に
適
さ
な
い
と
熱
く
語
っ
た
。
男
子
達
が
健
太
に
対
し
て
、
女
子
と

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
こ
と
を
揶
揄
し
た
際
に
、
美
咲
は
「
男
と
か
、
女
と
か
関

係
な
い
だ
ろ
。
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
だ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
何
が
悪
い
ん
だ
よ
。」

と
言
い
返
し
た
。
彼
は
何
も
言
え
な
く
な
り
、
一
歩
も
踏
み
出
せ
な
い
ま
ま
美
咲

を
見
つ
め
、
そ
の
場
に
立
っ
て
い
た
。

　

内
容
項
目
は
「
友
情
、
信
頼
」
で
あ
る
。
編
集
委
員
会
作
成
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

教
材
で
あ
る
が
、
固
定
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
を
改
め
さ
せ
る
側
面
を
も
つ
。
性
別

に
と
ら
わ
れ
な
い
考
え
方
の
理
解
促
進
と
思
春
期
を
迎
え
た
中
学
1
年
生
に
様
々

な
心
情
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
一
部
の
中
学
校
で
は
、
制
服
の
見
直

し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ス
カ
ー
ト
と
パ
ン
ツ
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
で
き
る
性
別

違
和
に
対
応
し
た
事
例
の
紹
介
も
授
業
で
行
う
こ
と
が
よ
い
だ
ろ
う
。

⑵�　
『
自
分
ら
し
い
多
様
な
生
き
方
を
共
に
実
現
さ
せ
る
た
め
に
で
き

る
こ
と
』�

（
学
校
図
書　

二
〇
一
八
年
版　

中
学
二
年
）

　

学
校
図
書
は
、
二
〇
二
〇
年
版
か
ら
中
学
校
教
科
書
の
刊
行
か
ら
撤
退
し
た
の

で
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
使
用
で
き
な
い
。
教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

　

最
初
に
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
を
「
か
ら
だ
の
性
」「
こ
こ
ろ
の
性
」「
好
き
に
な

る
性
」
の
三
要
素
か
ら
説
明
し
、「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」「
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
」
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人ReBit

が
行
っ
た
多
様
な
性
を

学
ぶ
た
め
の
勉
強
会
を
取
り
上
げ
た
新
聞
記
事
を
紹
介
し
て
い
る
。
勉
強
会
で
は
、

同
性
が
好
き
な
人
、
男
性
も
女
性
も
好
き
な
人
、
生
ま
れ
た
性
と
心
の
性
が
違
う

人
な
ど
紹
介
し
、
ど
れ
も
一
つ
の
性
の
あ
り
方
に
過
ぎ
な
い
と
講
師
は
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
女
性
と
し
て
生
ま
れ
、
今
は
男
性
と
し
て
過
ご
す
大
学
生
の
生
き

方
を
紹
介
し
て
い
る
。
養
護
教
諭
の
松
本
さ
ん
が
性
同
一
性
障
害（
現
在
は
「
性
別
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違
和
」）の
生
徒（
Ｆ
Ｔ
Ｍ
）と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
制
服
の
着
用
、
ト
イ
レ
の
増
設
、

宿
泊
旅
行
で
の
別
室
配
慮
、
居
場
所
づ
く
り
な
ど
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
る
。

　

内
容
項
目
は
「
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
」
で
あ
る
。　

　

池
谷（
二
〇
一
八
）が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
Ｉ（
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ャ
ル
）を
取
り
上

げ
て
い
な
い
点
が
弱
点
で
あ
る
が
、
教
科
化
前
の
副
読
本
時
代
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
「
セ
ク
シ
ャ
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
の
教
材
で
あ
り
、
大
き
な
進
歩
が
感

じ
ら
れ
る
。
他
社
の
教
科
書
に
は
見
ら
れ
な
い
良
さ
が
あ
る（
た
だ
し
、
日
本
文
教

出
版
中
学
三
年
『
ゴ
リ
ラ
の
ま
ね
を
し
た
彼
女
を
好
き
に
な
っ
た
』
の
参
考
資
料
で
は
、

「
さ
ま
ざ
ま
な
性
」
の
記
述
で
「
イ
ン
タ
ー
セ
ク
シ
ャ
ル
」
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
）。

　

指
導
上
の
留
意
点
と
し
て
は
、
学
級
に
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
の
生
徒
が
い
る
場
合
、
ア

ウ
テ
ィ
ン
グ
や
差
別
な
ど
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
教
材
と
対
照
的
な
の
が
、
文
部
科
学
省
作
成
の
副
読
本
『
私
た
ち
の
道

徳
』、
中
学
校
用
の
「
異
性
を
理
解
し
尊
重
し
て
」
で
あ
る
。
記
述
の
中
の
見
出

し
が
「
好
き
な
異
性
が
い
る
の
は
自
然
な
こ
と
」
で
あ
り
、
本
文
で
は
「
中
学
生

で
、
好
き
な
異
性
や
意
識
し
て
し
ま
う
異
性
が
い
る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
む

し
ろ
そ
れ
は
自
然
な
気
持
ち
で
、
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
持
ち
だ
。
こ

の
気
持
ち
を
、
明
日
に
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
で
き
た
ら
い
い
と
思
う
。
だ
け
ど
、

二
人
だ
け
の
カ
ラ
に
籠
も
っ
て
し
ま
う
と
、
周
り
が
見
え
な
く
な
っ
て
、
人
間
と

し
て
の
幅
を
狭
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
の
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
に
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
の
児
童
生
徒
へ
の
配
慮
は
見
ら
れ
な
い（
藤
岡
、

二
〇
一
八
）。
た
だ
し
、
教
師
用
の
指
導
資
料
に
は
、「
性
同
一
性
障
害
に
係
る
生

徒
に
対
し
て
は
、
生
徒
の
心
情
に
十
分
配
慮
し
た
対
応
を
行
う
よ
う
に
す
る
。」

と
い
う
文
部
科
学
省
通
知
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
性
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
観

点
か
ら
は
不
十
分
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）は
、
性
同

一
性
障
害
を
精
神
障
害
か
ら
外
す
こ
と
を
決
め
、
性
別
違
和
に
改
め
ら
れ
、
障
害

で
は
な
い
点
も
付
記
し
て
お
こ
う
。
現
在
も
『
私
た
ち
の
道
徳
』
も
使
用
可
能
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
不
適
切
な
記
述
の
ま
ま
の
放
置
は
好
ま
し
く
な
い
。

⑶　
『
撮
れ
な
か
っ
た
一
枚
の
写
真
』（
光
村
図
書　

中
学
一
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

「
フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
の
吉
田
ル
イ
子
さ
ん
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の

出
来
事
を
紹
介
し
た
教
材
で
、
避
難
し
て
き
た
母
親
と
赤
ん
坊
の
写
真
を
撮
ろ
う

と
し
た
が
、
母
親
が
赤
ん
坊
の
顔
を
手
で
覆
い
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
か
ら
顔
を
そ

む
け
、
結
局
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
撮
り
た
か
っ
た
写
真

が
撮
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
や
呵
責
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、「
プ
ロ
の
フ
ォ

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
前
に
、
私
は
一
人
の
普
通
の
人
間
で
あ
り
た
い
。」

と
捉
え
直
し
た
。

　

内
容
項
目
は
「
よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
」
で
あ
る
。

　

こ
の
教
材
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
戦
争
と
平
和
、
共
生
、
国

際
理
解
教
育
、
生
命
の
尊
重
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
視
点
で
の

指
導
が
可
能
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
は
日
本
の
プ
ロ
の
女
性
カ
メ
ラ
マ
ン
は

少
な
く
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
も
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
で
も
、
彼
女
が
中
学

生
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に
な
る
点
で
、
好
ま
し
い
教
材
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
争
は
弱

者
で
あ
る
女
性
や
子
ど
も
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
も
考
え
さ
せ
た
い
。

64



⑷　
『
ね
ぶ
た
を
夢
見
て
』（
学
研
教
育
み
ら
い　

中
学
三
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

青
森
の
ね
ぶ
た
祭
の
ね
ぶ
た
を
作
成
す
る
女
性
初
の
「
ね
ぶ
た
師
」
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
取
り
上
げ
た
教
材
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
男
性
に
限
定
さ
れ
て
い
た
「
ね

ぶ
た
師
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

内
容
項
目
は
「
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度
」
で
あ
る
。

　

内
容
項
目
に
収
斂
せ
ず
、
男
性
社
会
で
あ
る
「
ね
ぶ
た
師
」
の
中
に
飛
び
込
み
、

男
性
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
相
手
に
さ
れ
ず
、
指
導
も
な
い
な
か
で
、
苦
労
し
な
が
ら

成
長
す
る
過
程
を
学
ば
せ
た
い
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
か
ら
、
性
別
に
影
響
や

支
配
さ
れ
る
職
業
が
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
せ
つ
つ
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
指

導
が
求
め
ら
れ
る
。

　

職
業
理
解
に
つ
い
て
も
、
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス（
無
意
識
の
偏
見
）が

あ
る
こ
と
を
触
れ
る
と
良
い（
藤
岡
、
二
〇
二
二
）。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
の
例
と
し
て
は
、
親
の
職
業
が
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
保
育
士
で
あ
れ
ば
、
多

く
の
生
徒
は
父
親
が
飛
行
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
母
親
が
保
育
士
と
捉
え
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
。
職
業
名
も
性
別
を
越
境
し
、
看
護
婦
が
看
護
師
に
、
保
母
・
保
父
が

保
育
士
に
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
が
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に

改
め
ら
れ
た
の
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
バ
イ
ア
ス
を
減
ら
す
た
め
で
あ
る
。
本
教
材

は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
方
向
性
を
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

⑸　
『
明
日
、
み
ん
な
で
着
よ
う
』（
光
村
図
書　

中
学
二
年
）

　

教
材
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。            　

　

カ
ナ
ダ
の
一
人
の
男
子
生
徒
が
ピ
ン
ク
色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
登
校
し
た
と

い
う
だ
け
で
、
か
ら
か
わ
れ
、
い
じ
め
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
上
級
生
の

男
子
生
徒
が
、
友
人
と
話
し
合
い
、
放
課
後
、
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
や
タ
ン
ク
ト
ッ

プ
を
沢
山
購
入
し
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
学
校
の
掲
示
板
で
、

「
明
日
、
み
ん
な
で
ピ
ン
ク
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
登
校
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

翌
日
、
三
〇
〇
人
以
上
の
生
徒
が
ピ
ン
ク
色
の
服
や
バ
ン
ダ
ナ
、
リ
ボ
ン
、
リ
ス

ト
バ
ン
ド
な
ど
を
身
に
つ
け
て
登
校
し
た
と
い
う
、「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
を

取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
編
集
委
員
会
作
成
の
教
材
で
あ
る
が
、
事
実
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
り
、
最
後
に
、
日
本
で
の
「
ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ
ー
」
の
取
り
組
み

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

内
容
項
目
は
「
公
正
、
公
平
、
社
会
正
義
」
で
あ
る
。

　

こ
の
教
材
は
、「
い
じ
め
」
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
り
、
巻
末
に
は
「『
い
じ
め
』

を
な
く
す
た
め
に
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
考
え
よ
う
。」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
資

料
・
発
展
教
材
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
単
な
る
「
い
じ
め
」
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
性
別
違
和
と
思
わ
れ
る
男
子
生
徒
が
着
用
し
て
い
る
服
の
色

が
原
因
で
い
じ
め
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
視
野
を
広
げ
た
指
導
が
で

き
る
点
で
有
益
で
あ
る
。
現
実
に
、
保
育
園
で
性
別
違
和
の
園
児（
戸
籍
上
は
男
性

だ
が
、
性
自
認
は
女
性
）が
ピ
ン
ク
色
の
服
装
を
し
て
登
園
し
た
際
に
、
他
の
園
児

か
ら
か
ら
か
わ
れ
て
不
登
園
に
な
っ
た
こ
と
で
、
第
三
者
委
員
会
が
「
い
じ
め
」

と
認
定
し
た
大
津
市
立
保
育
園
の
事
例（
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
、
二
〇
二
二
）が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
に
つ
い
て
も
言
及
で
き
る
教
材
で
あ
り
、
教
科
書
を
学

習
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
関
連
資
料
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
の
深

ま
り
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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七
　
お
わ
り
に

　

最
初
に
、
道
徳
科
の
学
習
指
導
要
領
作
成
者
や
教
科
書
執
筆
者
の
中
で
女
性
の

占
め
る
割
合
が
低
い
こ
と
を
見
い
だ
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視

点
か
ら
の
教
材
づ
く
り
に
も
一
定
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
課
題
の
あ
る
教
材
と
好
感
の
も
て
る
教
材
を
紹
介

し
、
分
析
を
し
た
。
先
行
研
究
の
知
見
と
概
ね
合
致
す
る
結
果
と
な
っ
た
が
、
一

部
で
は
筆
者
な
り
の
見
解
を
示
し
た
。

　

道
徳
科
の
授
業
は
、
教
科
書
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
書
で
も
教
え
る
と

い
う
視
点
が
大
切
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取
り
扱
っ
た
綬
業
で
は
、
補
足
資
料

の
配
付
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
当
事
者
の
講
演
や
ビ
デ
オ
視
聴
な
ど
創
意
工
夫
を
行
い
、

心
に
響
く
授
業
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
中
学
校
学
習
指
導
要
領（
文
部
科
学

省
、
二
〇
一
八
）で
も
、
教
科
書
の
使
用
義
務
に
触
れ
つ
つ
、「
道
徳
教
育
の
特
性

に
鑑
み
れ
ば
、
各
地
域
に
根
ざ
し
た
郷
土
資
料
な
ど
、
多
様
な
教
材
を
併
せ
て
活

用
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

現
代
の
家
族
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
ス
テ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
多
様
で
あ
り
、

貧
困
や
虐
待
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
家
庭
も
あ
る
。
内
容
項

目
「
家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
」
の
扱
い
方
は
、
十
全
の
教
材
研
究
と
児
童
・

生
徒
の
家
庭
環
境
の
把
握
が
大
切
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
他
教
材
と
差
し
替
え

も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
内
容
項
目
「
勤
労
」
の
教
材
に
は
、
女
性
の
労
働
を
取
り
上
げ
て
い
て

も
、
単
純
作
業
や
軽
作
業
の
仕
事
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
職
業
に
貴
賤
は

な
い
が
、
男
性
の
働
く
姿
と
は
違
和
感
を
感
じ
る
。
専
門
的
・
技
術
的
職
業
従
事

者
や
管
理
的
職
業
従
事
者
に
お
け
る
女
性
の
占
め
る
割
合
は
低
い
こ
と
や
非
正
規

労
働
者
の
女
性
の
割
合
が
高
い
こ
と
も
、
補
足
資
料
を
用
い
て
理
解
さ
せ
た
い
。

　

教
科
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
中
心
発
問
」
や
「
補
助
発
問
」
に
縛
ら
れ
ず
、

「
考
え
る
道
徳
」「
議
論
す
る
道
徳
」
が
展
開
で
き
る
授
業
づ
く
り
を
期
待
し
た

い
。文

献
朝
日
新
聞
大
阪
本
社（
二
〇
二
二
）「
性
別
違
和
」
園
児
い
じ
め  

大
津
市
立
保
育
園　

第

三
者
委
、
一
一
件
認
定　

朝
日
新
聞
二
〇
二
二
年
七
月
七
日
朝
刊

藤
岡
秀
樹（
二
〇
〇
四
）『
心
の
教
育
』
と
教
師
教
育　

日
本
教
師
教
育
学
会
年
報　

13
、

四
五
─
五
一
頁
。

藤
岡
秀
樹（
二
〇
一
八
）特
別
の
教
科
「
道
徳
」
―
教
材
論
・
指
導
論
・
評
価
論
に
焦
点
を

当
て
て
―　

心
理
科
学　

39（
2
）、
二
二
─
三
二
頁
。

藤
岡
秀
樹（
二
〇
二
〇
）道
徳（
4
節
1
～
4
）　

心
理
科
学
研
究
会（
編
）『
中
学
・
高
校
教

師
に
な
る
た
め
の
教
育
心
理
学　

第
4
版
』
有
斐
閣
、
一
三
〇
─
一
四
三
頁
。

藤
岡
秀
樹（
二
〇
二
二
）道
徳
科
の
指
導
―
大
学
生
の
道
徳
教
育
に
対
す
る
意
識
と
教
科
書

の
内
容
分
析
―　

今
日
か
ら
は
じ
め
る
楽
し
い
授
業
づ
く
り　

10
、
六
七
─
七
六
頁
。

橋
本
紀
子（
二
〇
一
九
）道
徳
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
の
問
題
―

中
学
校
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
の
教
科
書
分
析
を
中
心
に
―　

藤
田
昌
士
・
奥
平

康
照（
監
修
）『
道
徳
教
育
の
批
判
と
創
造
―
社
会
転
換
期
を
拓
く
』
エ
イ
デ
ル
研
究

所
、
一
〇
〇
─
一
二
〇
頁
。

池
谷
壽
夫（
二
〇
一
八
）中
学
校
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
教
科
書
の
問
題
性　

教
育（
二

〇
一
八
年
八
月
号
）、
一
三
─
二
〇
頁
。

池
谷
壽
夫（
二
〇
一
九
）新
自
由
主
義
に
き
わ
め
て
親
和
的
な
道
徳
―
中
学
校
「
特
別
の
教

科　

道
徳
」
教
科
書
の
本
質　

人
間
と
教
育　

101
、
四
〇
─
四
七
頁
。

池
谷
壽
夫（
二
〇
二
〇
）中
学
校
「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
教
科
書（
二
〇
二
一
年
度
）の
特

徴
と
問
題
点　

民
主
教
育
研
究
所
年
報　

20
、
八
八
─
九
七
頁
。
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今
関
和
子（
二
〇
一
九
）「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
は
、
弱
者
の
人
権
を
尊
重
し
て
い
る
か

―
女
性
の
人
権（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
）の
視
点
に
立
っ
て
教
材
を
分
析
す
る
―　

大
和
久

勝
・
笠
原
明
男
・
今
関
和
子
『
い
じ
め
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
道
徳
教
科
書　

ど
う
読
む
、

ど
う
使
う
』
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
一
〇
三
─
一
六
〇
頁
。

伊
東　

毅（
二
〇
一
九
ａ
）　

中
学
校
用
道
徳
科
教
科
書
の
特
質
―
こ
れ
ま
で
の
副
読
本
と

の
比
較
を
通
し
て　

藤
田
昌
士
・
奥
平
康
照（
監
修
）『
道
徳
教
育
の
批
判
と
創
造
―

社
会
転
換
期
を
拓
く
』
エ
イ
デ
ル
研
究
所
、
六
二
─
八
一
頁
。

伊
東　

毅（
二
〇
一
九
ｂ
）小
学
校
用
道
徳
科
教
科
書
の
特
質
―
こ
れ
ま
で
の
副
読
本
と
の

比
較
を
通
し
て　

人
間
と
教
育　

101
、
三
二
─
三
九
頁
。

宮
澤
弘
道（
二
〇
一
九
）自
由
な
思
考
を
広
げ
る
「
中
断
読
み
」　

教
育（
二
〇
一
九
年
三
月

号
）、
六
八
─
七
五
頁
。

宮
澤
弘
道
・
池
田
賢
市（
二
〇
一
八
）「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
っ
て
な
ん
だ
？
―
子
ど
も

の
内
面
に
介
入
し
な
い
授
業
・
評
価
の
実
践
例
―　

現
代
書
館
、
三
〇
─
三
七
頁
。

文
部
科
学
省（
二
〇
一
八
）『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　

特
別
の
教
科　

道
徳
編
』 

教

育
出
版

東
京
書
籍
「
新
し
い
道
徳
」
編
集
委
員
会（
二
〇
一
八
）『
新
し
い
道
徳
4　

教
師
用
指
導

書　

指
導
編
・
研
究
編
』
東
京
書
籍

「特別の教科　道徳」の教科書の内容分析
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